
2026年 3月 29日 

主日礼拝 

 

 

《礼拝》 

 

 

礼拝讃美歌⇒492番（旧 305番）（SK姉） 

『十字架の上にて』 

 

 

聖書⇒ヨハネによる福音書 1章 29，35~36節（MM姉） 

『その翌日、ヨハネは、自分の方へイエスが来られるのを見て言った。 

「見よ、世の罪を取り除く神の小羊だ。 

 

その翌日、また、ヨハネは二人の弟子と一緒にいた。そして、歩いておられるイエスを見つめて、 

「見よ、神の小羊だ」と言った。』 

 

（祈り） 

 

礼拝讃美歌⇒122番（旧 225番） 

『十字架の上に』 

 

 

聖書⇒ペトロの手紙一 1章 1~2節（CN兄） 

『イエス・キリストの使徒ペトロから、ポントス、ガラテヤ、カパドキア、アジア、ビティニアの各地に離散

して仮住まいをしている選ばれた人たちへ。あなたがたは、父である神があらかじめ立てられた御計画に基づ

いて、“霊”によって聖なる者とされ、イエス・キリストに従い、また、その血を注ぎかけていただくために

選ばれたのです。恵みと平和が、あなたがたにますます豊かに与えられるように。』 

 

（祈り） 

 

 

礼拝讃美歌⇒133番（旧 209番）（KH兄） 

『十字架の苦しみ』 

 



《パン裂き》 

 

 

聖書⇒マタイによる福音書 26章 26~30節（NH兄） 

『一同が食事をしているとき、イエスはパンを取り、賛美の祈りを唱えて、それを裂き、弟子たちに与えなが

ら言われた。「取って食べなさい。これはわたしの体である。」また、杯を取り、感謝の祈りを唱え、彼らに渡

して言われた。「皆、この杯から飲みなさい。これは、罪が赦されるように、多くの人のために流されるわた

しの血、契約の血である。言っておくが、わたしの父の国であなたがたと共に新たに飲むその日まで、今後ぶ

どうの実から作ったものを飲むことは決してあるまい。」一同は賛美の歌をうたってから、オリーブ山へ出か

けた。』 

 

（式） 

 

礼拝讃美歌⇒155番（旧 208番） 

『神の小羊は』 

 

 

《建徳》 

 

聖書⇒ヨハネによる福音書 19章 28~30節（NH兄） 

『この後、イエスは、すべてのことが今や成し遂げられたのを知り、「渇く」と言われた。こうして、聖書の

言葉が実現した。そこには、酸いぶどう酒を満たした器が置いてあった。人々は、このぶどう酒をいっぱい含

ませた海綿をヒソプに付け、イエスの口もとに差し出した。イエスは、このぶどう酒を受けると、「成し遂げ

られた」と言い、頭を垂れて息を引き取られた。』 

 

聖書⇒ローマの信徒への手紙 6章 23節 

『罪が支払う報酬は死です。しかし、神の賜物は、わたしたちの主キリスト・イエスによる永遠の命なのです。』 

 

聖書⇒コロサイの信徒への手紙 2章 14節 

『規則によってわたしたちを訴えて不利に陥れていた証書を破棄し、 

これを十字架に釘付けにして取り除いてくださいました。』 

 

 

聖書⇒詩編 118編 22~25節（KH兄） 

『家を建てる者の退けた石が／ 

隅の親石となった。 



これは主の御業／ 

わたしたちの目には驚くべきこと。 

今日こそ主の御業の日。 

今日を喜び祝い、喜び躍ろう。 

どうか主よ、わたしたちに救いを。 

どうか主よ、わたしたちに栄えを。』 

 

聖書⇒ヨハネによる福音書 19章 1~6a、12~16、28~30節 

『そこで、ピラトはイエスを捕らえ、鞭で打たせた。兵士たちは茨で冠を編んでイエスの頭に載せ、紫の服を

まとわせ、そばにやって来ては、「ユダヤ人の王、万歳」と言って、平手で打った。ピラトはまた出て来て、

言った。「見よ、あの男をあなたたちのところへ引き出そう。そうすれば、わたしが彼に何の罪も見いだせな

いわけが分かるだろう。」イエスは茨の冠をかぶり、紫の服を着けて出て来られた。ピラトは、「見よ、この男

だ」と言った。祭司長たちや下役たちは、イエスを見ると、「十字架につけろ。十字架につけろ」と叫んだ。 

 

そこで、ピラトはイエスを釈放しようと努めた。しかし、ユダヤ人たちは叫んだ。「もし、この男を釈放する

なら、あなたは皇帝の友ではない。王と自称する者は皆、皇帝に背いています。」ピラトは、これらの言葉を

聞くと、イエスを外に連れ出し、ヘブライ語でガバタ、すなわち「敷石」という場所で、裁判の席に着かせた。

それは過越祭の準備の日の、正午ごろであった。ピラトがユダヤ人たちに、「見よ、あなたたちの王だ」と言

うと、彼らは叫んだ。「殺せ。殺せ。十字架につけろ。」ピラトが、「あなたたちの王をわたしが十字架につけ

るのか」と言うと、祭司長たちは、「わたしたちには、皇帝のほかに王はありません」と答えた。そこで、ピ

ラトは、十字架につけるために、イエスを彼らに引き渡した。 

 

この後、イエスは、すべてのことが今や成し遂げられたのを知り、「渇く」と言われた。こうして、聖書の言

葉が実現した。そこには、酸いぶどう酒を満たした器が置いてあった。人々は、このぶどう酒をいっぱい含ま

せた海綿をヒソプに付け、イエスの口もとに差し出した。イエスは、このぶどう酒を受けると、「成し遂げら

れた」と言い、頭を垂れて息を引き取られた。』 

 

 

 

礼拝讃美歌⇒112番（旧 189番） 

『血潮したたる』 

 

 

 

《建徳要旨》 


